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はじめに

　令和６年度も、SDGs に積極的に取り組む事業所・団体の皆様より、

静岡市 SDGs 連携アワードに数多くの取組事例を応募いただき、厚

く御礼申し上げます。

　SDGs の目標は、世界中の環境・社会・経済に関する様々な課題を

解決するためのものであり、単にうわべだけで取り組むのではなく、

実効性が伴うことが重要であると考えています。とりわけ、静岡市

が抱える社会課題は複雑化・多様化しており、行政のみでの解決は

難しい状況です。そうした中で、このSDGs連携アワードには、事業所・

団体がそれぞれの強みを活かして連携し、実際に行動した取組が寄

せられており、「共創」の取組が広がっていることを実感し、大変心

強く感じています。

　汎用性の高さに着目し、表彰するこの制度は、優れた取組を内に

留めるのではなく、広く共有し、発展させることを目的としています。

この事例集が新たなつながりを創出するヒントとして活用されるこ

とを期待しています。

市長挨拶

静 岡 市 長

難 波 喬 司
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１

連携した取組事例紹介

【大　賞】　LGBTQカップルのためのフレンドリー企業一覧マップを製作

【部門賞】　・ローカルビジネス部門
クラフトビール製造の副産物をアップサイクルした販促グッズで売上向上 !
・ローカルアクション部門
サクラノキテラスでつながる、誰もが取り残されない健康を !

・パートナーシップ部門
環境配慮型教育支援プラモデルによるマテリアルリサイクル促進プロジェクト

・ユースアクション部門
「私たちの学びを届けて未来へ繋げる」～静岡市の特産品を活用して～

【 】　SDGs 環境教育プログラム「バガス容器が見出す無限の可能性」

【奨励賞】　高大産連携 ! 廃棄野菜を餌とした用宗海岸ムラサキウニ養殖プロジェクト
　ミツバチの「めぐみ」がつなぐ静岡市

貧困をなくそう
・食料品寄付運動「せいしんフードドライブ」

６安全な水とトイレを世界中に

７エネルギーをみんなに そしてクリーンに
・廃油回収でCO₂削減!

８働きがいも経済成長も
・クラフトビール製造の副産物をアップサイクルした販促グッズで売上向上!

15陸の豊かさも守ろう
・ミツバチの「めぐみ」がつなぐ静岡市
・荒廃農地で静岡の新たな大生姜ブランドを立ち上げよう!

２飢餓をゼロに

５ジェンダー平等を実現しよう

10人や国の不平等をなくそう
・LGBTQカップルのためのフレンドリー企業一覧マップを製作
・みんなのファッションショー

11住み続けられるまちづくりを
・SDGs環境教育プログラム「バガス容器が見出す無限の可能性」

13気候変動に具体的な対策を
・SUSTAINABLE GARDEN PROJECT ～地球にやさしいガーデニングを広めよう～

14海の豊かさを守ろう

16平和と公正をすべての人に

３すべての人に健康と福祉を
・サクラノキテラスでつながる、誰もが取り残されない健康を!

９産業と技術革新の基盤をつくろう

４質の高い教育をみんなに
・環境配慮型教育支援プラモデルによるマテリアルリサイクル促進プロジェクト

12つくる責任 つかう責任
・「私たちの学びを届けて未来へ繋げる」～静岡市の特産品を活用して～
・高大産連携! 廃棄野菜を餌とした用宗海岸ムラサキウニ養殖プロジェクト
・S-PULSEフードドライブ ～CHALLENGE with ONE FAMILY～
・生産から販売まで静岡市内で完結! 特産品に隠された「もったいない」を活用!

17パートナーシップで目標を達成しよう

特別賞
SDGsローカルハブ都市
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令和６年度　静岡市ＳＤＧｓ連携アワード　概要

１ 静岡市 SDGs 連携アワードとは
　地域課題の解決に向け、持続可能な開発目標「SDGs」の目標17（パートナーシップで目標を達成しよう）を通じた事
業所・団体間の連携した取組を増やすことを目的としており、SDGs達成に向けて行われる取組のうち、事業所・団体間
の連携を誘引しやすく、汎用性の高い取組を行っている２以上の異なる事業所・団体によるグループを表彰します。

さまざまな分野による連携が可能か
（さまざまな事業所・団体が参加しやすいか）
（限られた事業所・団体でのみ連携可能な取組でないか）

17の目標の達成に貢献できるか
（環境・経済・社会のいずれもの目標達成に貢献しているか）
（SDGsの普及、啓発だけにとどまっていないか）

何をきっかけに取組が進められたか
（特殊な環境・要因が介在していないか）

目新しさ・ユニークさがあるか
（他で行っていない取組又は知られていない取組か）

２ 評価項目及び基準

３ 応募におけるメリット

【汎用性】

　提出された「応募シート」の記載内容から、【汎用性】及び【For SDGs】の各項目について評価を行い、選考委員会
の意見を踏まえ、総合的に表彰対象を選考します。

４ 令和６年度　選考委員会　委員
　選考委員会は、環境、経済、社会、教育分野等に関係する有識者、学識経験者等から幅広く委員を構成しています。

大賞・部門賞・特別賞・奨励賞　事例紹介

大　賞

部 門 賞
・ローカルビジネス　部門
・ローカルアクション部門
・パートナーシップ　部門
・ユースアクション　部門

特 別 賞

SDGsローカルハブ都市

【For SDGs】

連携
可能性

普遍性

効　果

新規性

着目点 着目点項　目 項　目

氏　名 所　属

佐久間　信哉 慶應義塾大学
SFC研究所 上席所員委員長

氏　名 所　属

楠本　浩史
関東地方環境事務所

地域循環共生圏構想推進室
推進官

委　員

阪口　瀬理奈 一般財団法人静岡経済研究所
特任研究員委　員

小林　祐介 一般社団法人草薙カルテッド
ディレクター委　員

山本　由加委　員 静岡市社会教育委員会議
委員

受賞または事例集に
掲載されることによる広告効果

他事業所・団体の取組を把握し、
連携の模索・強化

・市ＨＰ及び冊子にて公表されることによる情報発信 ・他の取組を知ることによる連携機会の増加
SDGsローカルハブ都市

SDGs
AWARD
in Shizuoka City

SDGs
AWARD
in Shizuoka City

SDGs
AWARD
in Shizuoka City

奨 励 賞
SDGs
AWARD
in Shizuoka City
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制作されたマップやロゴが広まることで、静岡市街地
を中心にフレンドリー企業、店舗、人々が集まり、誰
でも利用できる・参加可能な、差別のない社会の実現
に寄与する。

【ターゲット11.３】
だれも排除しない持続可能な都市化を進
め、参加型で差別のない持続可能な人間居
住を計画・管理する

大　賞
選考委員からのコメント

ＳＤＧｓインパクト

届けたい人の気持ちに寄り添った取組として高く評価しました。課題の発
見と取組の設計には他分野でも参考となる点が多く、静岡市を代表する
SDGsの取組として、さらなる発展と地域への貢献が期待できます。

大学生の純粋な思いに大学やNPO法人が連携し、地元企業がそれに応える
形のパートナーシップで実現したSDGs達成に向けた地域の素晴らしい取組
であり、今後様々な展開も考えられるなど、応募事例の中で最も優れた取
組と言えます。

LGBT grandiose
NPO NPO LGBTQ

SDGs
AWARD
in Shizuoka City

同性カップルに理解のある企業や店舗を見つけるため
の情報源が乏しいという課題意識から、パンフレット
制作につながったこの取組は、性別にとらわれない、
全ての人々の社会参画の推進に貢献している。

【ターゲット10.２】
年齢、性別、障害、人権、民族、出自、宗教、
経済的地位やその他の状況にかかわらず、
すべての人々に社会的・経済的・政治的に
参画できる力を与え、その参画を推進する

学生団体を中心として、教育機関、企業、民間団体等
がそれぞれの強みを活かして協力・連携し、誰もが暮
らしやすい社会の実現に向けて取り組んでいる。SDGs
達成に向けても、模範となる取組。

【ターゲット17.17】
効果的な公的、官民、市民社会のパートナー
シップを奨励・推進する

17

5

8

10

佐久間　信哉 氏

小林　祐介 氏
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部門賞
ローカルビジネス部門

障害者就労支援施設や地域の技術を基盤とした取組。
すべての人々が強みを活かし、社会とのつながりをも
つことを推進している。

【ターゲット10.２】
年齢、性別、障害、人権、民族、出自、宗教、
経済的地位やその他の状況にかかわらず、
すべての人々に社会的・経済的・政治的に
参画できる力を与え、その参画を推進する

選考委員からのコメント

ＳＤＧｓインパクト

本来であれば廃棄されていたはずの副産物を、主産物
の販促グッズとして生まれ変わらせたことで、廃棄物
の抑制に加えて、商品に付加価値を与える取組として、
環境・経済・社会の３側面に貢献している。

【ターゲット12.５】
廃棄物の発生を再生利用等により大幅に減
らす

B rico
15

SDGs
AWARD
in Shizuoka City

地産地消クラフトビールの商品 PR を目的に 、デザイ
ンを工夫しながらサステナブルな販促グッズを制作し
た。「デザイン」と「SDGs」を掛け合わせ、ビジネス
につなげる取組として評価できる。

【ターゲット８.９】
各地の産品販促等につながる、持続可能な
観光業を推進する政策を立案・実施する

8

10

12

アップサイクルの場合、ストーリーだけでなく商品そのものの魅力も問わ
れると思うが、麦袋で作られたトートバックはデザイン性が高く、さらに
製造工程でも作業性も考慮されており、アップサイクルの代表事例といわ
れるものになると思います。

地元産ハチミツを使った地域限定クラフトビールの製造過程で発生する麦
の空き袋や絞り粕を活用し販促資材に転換することにより地産地消を目指
した取組であり、その過程で障がい者の就労支援にも貢献するなど、今後
のさらなる発展が期待されます。

佐久間　信哉 氏

阪口　瀬理奈 氏
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部門賞
ローカルアクション部門

社会から孤立し、心身の健康から遠のいている人々を、
社会とつなぐ役割を担う取組。参加者の中には、再び
学校に通えるようになった方もおり、この取組の社会
性の高さも感じられる。

【ターゲット３.４】
非感染性疾患による若年層の死亡率を減ら
し、心の健康と福祉を推進する

未就学児童から高齢者まで、年代等を問わず、すべて
の人々が参加できる。医療従事者との接点をもつ場で
もあり、ここを窓口として、社会とつながりをもつ機
会を提供している。

【ターゲット10.２】
年齢、性別、障害、人権、民族、出自、宗教、
経済的地位やその他の状況にかかわらず、
すべての人々に社会的・経済的・政治的に
参画できる力を与え、その参画を推進する

マルシェや演奏会、趣味の発表など、誰でも参加でき
る空間を提供している。医療機関が主軸となって公共
スペースを生み出していることで、将来的な可能性も
広がりやすい。

【ターゲット11.７】
女性、子供、高齢者及び障害者を含め、人々
に安全で包摂的かつ利用が容易な緑地や公
共スペースへの普遍的アクセスを提供する

選考委員からのコメント

ＳＤＧｓインパクト

SDGs
AWARD
in Shizuoka City

11

17

3

医療と市民の距離を、自然な形で近づける素晴らしい取組です。マルシェ
の形にすることで出展者、ボランティアの運営支援、来場者..様々な人が無
理なく関わる場になっており、それが本取組に広がりを持たせています。

SDGsの達成は「当事者コミュニティがしなやかに生み出される社会」に行
き着くように思います。サクラノキテラスを入り口に病気以前の人でも
「健康」について情報を得られる、ゆるやかに楽しく明るいコミュニティが
形成されていることに可能性を感じます。

山本　由加 氏

阪口　瀬理奈 氏
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部門賞
パートナーシップ部門

再生プラスチックから制作された教育支援プラモデル
を用いて、幼児と保護者が静岡市の文化に触れ、遊び
ながら環境についても学ぶことができる。

【ターゲット４.７】
すべての学習者が持続可能なライフスタイ
ル等の教育を通して知識とスキルを確実に
習得できる

再生プラスチックの利用を通じ、廃棄物の抑制と「再
利用」の意識づけを普及啓発する取組となっている。

【ターゲット12.５】
廃棄物の発生を再生利用等により大幅に減
らす

地域の企業・団体が連携して生まれた環境教育プラモ
デルに幼少期から触れられることで、環境への配慮や
サステナブルな取組への思考を深め、長期的に人材を
育成する取組としても評価できる。

【ターゲット17.17】
効果的な公的、官民、市民社会のパートナー
シップを奨励・推進する

選考委員からのコメント

ＳＤＧｓインパクト

SDGs
AWARD
in Shizuoka City

4

9

12

静岡の誇る地域産業であるプラモデルを通じて、モノを廃棄するのではな
く新しい価値を付加して循環させる、これからの創造のあり方を子ども達
に具体的に伝えています。このような取組の積み重ねが再生プラスチック
の本格的な社会実装に繋がることを期待します。

単なるリサイクルではなく、こども園等の多様なプレイヤーも巻き込んだ
取組である点を高く評価しました。今後廃プラスチックをリサイクルして
いくことが求められる中で、地域貢献、保護者への波及も含めた環境教育
効果が認められる点も特徴的です。

楠本　浩史 氏

山本　由加 氏
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部門賞
ユースアクション部門
選考委員からのコメント

ＳＤＧｓインパクト

SDGs
AWARD
in Shizuoka City

地元企業や団体との連携により、高校生が地域で活躍
する大人と関わりながら活動することができ、静岡市
で生活するモチベーションの向上や、地域人材育成へ
の寄与が期待できる。

【ターゲット17.17】
効果的な公的、官民、市民社会のパートナー
シップを奨励・推進する

授業の中で高校生たちが地域特産品の規格外野菜とそ
の課題を学び、企業とともにそれを解決するための商
品案を考え、行動しており、持続可能な社会を意識づ
ける教育につながっている。

【ターゲット４.７】
すべての学習者が持続可能なライフスタイ
ル等の教育を通して知識とスキルを確実に
習得できる

廃棄されるはずの規格外野菜を新たな商品につくり変
え、消費されるものとなったことで、食品廃棄の削減
に貢献している。今後は一般販売も予定されているた
め、経済面での成長も期待できる。

【ターゲット12.３】
小売・消費者レベルにおける世界全体の１
人あたりの食品廃棄を半分にする

1514

本取組は単発のものではなく、令和５年度に学校として取り組み始めたプ
ロジェクトを後輩が引き継ぎ商品開発に至ったストーリー等が評価されま
した。今回の取組を契機に次年度以降は商品の展開や更なる事業者等の巻
き込みを期待しています。

探求活動でSDGsをテーマに取り組む例は多いですが、聞いて学ぶだけでな
く、実践し、商品化にまでつなげている過程が素晴らしいです。高校生に
とって課題解決を通じた学びや多様な出会いが得られるプログラムとし
て、非常に意義のある取組です。

小林　祐介 氏

楠本　浩史 氏
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バガスは木材パルプに代用することができ、森林伐採
量の削減にも効果的である。計画的な森林保護により、
地球温暖化の抑制や、生物多様性の保全など、海にも
陸にも優しい社会への寄与が期待できる。

【ターゲット15.２】
あらゆる種類の森林の持続可能な経営の実
施を促進する

バガスを飲食販売等で使用する容器に再利用すること
で、廃棄物を抑制し、エシカル消費を促す取組。プラ
スチック容器と対比して販売し、消費者は購入するこ
とで SDGsを学び、行動につなげることができる。

【ターゲット12.５】
廃棄物の発生を再生利用等により大幅に減
らす

選考委員からのコメント

ＳＤＧｓインパクト

ＳＤＧｓローカルハブ都市特別賞のポイント

植物由来のバガス容器は使用後、土壌分解により土に
還る。また、海にも優しい素材のため、生態系への悪
影響を避けられる。イベント等での活用は、バガス利
用の普及に効果的である。

世界中で大量に生産されているサトウキビの副産物である「バガス」は、国内での利用にとどめるのではなく、
海外都市においても取り入れやすい取組といえる。世界に向けて発信し、環境にやさしい社会の実現に向け、一
丸となって取り組む必要がある。

【ターゲット14.１】
陸上活動からの汚染による、あらゆる海洋
汚染を大幅に減らす

nanairo

SDGs
AWARD
in Shizuoka City
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スポーツイベントなどでは食も大きな楽しみになっていますが、容器は衛生面も考慮し使い捨て
のものが用いられることが多いことを踏まえ、さとうきびの廃棄物由来のバガスを原料として、
またバガスは土壌へ帰るという一石三鳥の取組としている点を評価しました。今後は県内の他
のチームとも連携し、静岡県内のスポーツイベントでの利用がより促進されることを期待します。

プラスチック代替としてのバガス容器利用、容器の土壌分解実験、その土
壌を活用した子ども達への環境教育。一連の取組をエスパルスの高い知名
度で押し上げ、地元企業が専門性で支える事業設計力の高さは、今後、
SDGsが社会に実装されていく可能性を感じさせます。

山本　由加 氏

楠本　浩史 氏


